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技術開発成果報告書 

事業名 

住宅等の安全性の向上に資する技術開発 

課題名 

戸建住宅の防犯性能評価シミュレーションに関する

技術開発 

１．技術開発のあらまし 

（１）概要 

   戸建住宅の防犯性能の重要な指標の 1 つである「道路からの通行者の視線による自然監視性」

を具体的な評価手法として確立するため、以下の３点について検討し、戸建住宅の防犯性能評

価シミュレーションを完成させた。 

  ＜検討項目＞ 

① 侵入被害データベースの構築（空き巣被害住宅の被害開口部を調査） 

② 実大外構を用いた視認性評価実験（視認性における外構フェンスや視距離の影響を実験） 

③ 防犯性能を評価する専用シミュレーションの開発（CAD ソフトによる視認性の見える化） 

 

（２）実施期間 

    平成１９年度～平成２１年度 

 

（３）技術開発に係った経費 

    H19 年   技術開発に係った経費 １１，２６４千円    補助金の額 ５，２００千円 

      H20 年   技術開発に係った経費 １６，６１６千円    補助金の額 ７，８００千円 

      H21 年   技術開発に係った経費 １５，７４５千円    補助金の額 ７，５１８千円 

 

 

（４）技術開発の構成員 

    旭化成ホームズ株式会社 （くらしノベーション研究所       松本 吉彦） 

同上           （住宅総合技術研究所             柏原 誠一） 

学校法人 明治大学      （理工学部建築学科 教授          山本 俊哉） 

        同上           （理工学部建築学科 研究推進員    小池 博  ） 

 

（５）取得した特許及び発表した論文等 

出願中の特許 

１．特願 2009-087665 「防犯性能評価方法、防犯性能評価システム、および防犯性能評価プログラム」 

２．特願 2010-185258 「視認性評価システム、視認性評価方法、及び視認性評価プログラム」 

３．特願 2010-185272 「視認性評価システム、視認性評価方法、及び視認性評価プログラム」 

発表した論文 

１．平成２０年６月 日本建築学会技術報告集（明治大学建築学科 兼任講師 小池 博ら） 

タイトル：「光源投射法を応用した自然監視性モデルの開発の試み」 

２．平成２１年６月  日本建築学会技術報告集（明治大学建築学科 准教授(当時) 山本 俊

哉ら） 

タイトル：「低層集合住宅における侵入被害窓の自然監視性と接近制御性に関する実態調査」 

３．平成２２年１０月 日本建築学会技術報告集（明治大学建築学科研究推進員 小池 博ら） 

タイトル：「外構フェンスに関する自然監視性の評価実験」 
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２．評価結果の概要 

（１）技術開発成果の先導性 

自然監視性は、住宅の防犯性能評価において最も重要な要素とされているが、従来は定性的な表現

にとどまっていた。そこで、本技術開発では、実際の侵入被害データおよび外構フェンスに関する

被験者実験等に基づき、光源投射法を活用して自然監視性を視線量に置き換え、自然監視性の程度

を定量的に表現できるようにした。この結果、住宅の総合的防犯性能をリスクチャートのような共

通の尺度で評価できるようになり、設計者が防犯環境設計の意図をプレゼンして施主と認識を共有

し、住宅のどの部分をどのように守るのか、意匠やプライバシー確保等を含めて検討できるように

なった。 

 

（２）技術開発の効率性 

初年度：空き巣被害の実態把握 

道路からの視認性評価手法のアルゴリズム検討 

次年度：被験者実験による歩行時の視認特性の実験 

        市販ＣＡＤソフトを基盤にした専用シミュレーションソフトの開発 

最終年度：フェンス透過率と視距離を重点においた被験者実験を再実施。 

          実験結果から防犯に資する視認特性を関数化 

          専用シミュレーションの精度向上と夜間評価等の機能拡充。 

初年度は、専用シミュレーションを構築するための方法論の構築、次年度は、構築した方法論に基

づく実験検証と専用シミュレーションのプロトタイプを作成、そして最終年度は、実験検証から得

られた視認性を関数化し、目標とする専用シミュレーションを完成させた。この点において、開発

に必要なプロセスを無駄なく効率よく実施した。開発経費についても、空き巣被害データは、構成

員所蔵の資産を活用し、実験においては、構成員所有の実験施設を活用し、さらに被験者は構成員

所属の大学生にお願いすることにより、実験費および人件費を抑えた。専用シミュレーションの作

成にあたっても、外注委託内容を必要最小限に留め、経費を抑えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）実用化・市場化の状況 

計画当初において、シミュレーションソフトの上梓を想定したが、邸別のシミュレーション利用で

は入力負荷が大きく、より簡易に活用できるよう技術開発成果を利用した設計手法開発に軌道修正

した。侵入被害 DB に基づくリスク評価と視認性評価実験の結果から得られた知見をプライバシー

とみまもりの両立について検討を加え、スクリーンの設計法、夜間照明手法を「みまもり型防犯設

計ガイド」にまとめ、開発成果を防犯環境設計に活かすべく、技術開発結果報告書と合わせ、2011

年 4 月記者発表にて公開した。 
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（４）技術開発の完成度、目標達成度 

被害データを反映した「リスクチャート」の開発により、道路からのみまもりがない部分であって

も他の防犯対策によるリスク低減効果を定量的に表現でき、防犯環境設計による対策のバランスを

容易に評価できるようになった。設計手法については、本技術開発によってプライバシーとの両立

を目指した最適設計ができるようになったこと、誤解の多い夜間の照明方法に明解な指針を与えた

点では目標を達成した。シミュレーションソフトとして予定した基本要素の開発は終了し、今後光

源投射法の特性を活かすためには当初想定した性能評価ツールだけではなく、評価結果のプレゼン

への応用が有望であり、想定される利用者の見極めによって、ユーザーインターフェースの再考が

必要と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）技術開発に関する結果 

・成功点：上記の「みまもり」という考え方により、防犯対策のポイントを居住者でも的確に理解

できるようになった。警察大学校での講義を初めとして専門家、防犯ボランティア、居住者向け等

本年既に５回講演が行われ、普及が進んでおり、技術開発の成果が認められたものと考えている。 

・残された課題：本性能評価において高評価を得る設計をしようとした場合、理想的な外構部品が

入手できず、個別設計に頼る部分がある。本技術の考え方に合致したシステム的外構部品（スクリ

ーン等）の開発が今後の課題として挙げられる。 

 

３．対応方針 

（１）今後の見通し 

本技術の普及については警視庁での研修を実施予定であり、専門家や学生対象の講演・教育、居住

者向けへのセミナー等と併せ今後も続けていく。外構部品開発については現在、外構部品メーカー

に製品化を打診中である。 

 

①窓辺しか 

見えない部分 

②室内奥が 

見通せる部分 

正面透過率75% 50-63% 

開口部防犯仕様に関するリスクチャート：係数が被害リスク減少率を表現している 

視認性評価実験結果： 

スクリーンを透過して、はっきり工具を

視認できた条件 

スクリーン設計法の例： 

窓辺しか見えない部分は粗く、室内奥

が見通せる部分は小間隔の奥行きあ

る格子として視線を制御しつつみまも

りを確保する。 

夜間照明手法の例： 

道路から敷地奥が見通せるように照

明し夜間の視認性を確保する。 

  

窓台高さ 

ｼｬｯﾀｰ･面格子 

ガラス 窓 

×0.4～2 

 

 

×0.2～1 

×0.2～1 

   

 

 

×0.4 

15高窓（GL+2m）以上 12高窓 腰高窓 掃き出し窓 

CP相当 手動ｼｬｯﾀｰ･普通面格子 なし 

普通 

ｶﾞﾗｽ 
防犯ｶﾞﾗｽ 窓開放 

×0.2 

×0.2 

×0.6 ×0.8 

×0.4 ×2.0 

視認区間2m<

透過率

50%<

視距離

10m>


